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研究成果の概要（和文）：「学校歯科保健支援ICTシステム」を導入し、小学校児童を対象として口腔保健の状
況を調査した。その結果、不十分な咀嚼習慣と歯肉の炎症に関連性があることが示された。さらに、「噛ミング
30学習」は、よく噛むことを促すだけでなく、歯肉の炎症の増悪抑制にも効果がある可能性が明らかになった。
また、男子高校生を対象とした横断的研究において、歯肉の炎症は肥満と関連すること、更に縦断的研究におい
て、肥満改善群では有意な歯肉の炎症の改善が示された。
これらの内容は、学校教諭や養護教諭および学校保健に関わる歯科専門職が口腔と全身の健康との関連性を深く
理解し、児童・生徒への保健指導に活用する必要性を示唆している。

研究成果の概要（英文）：The oral health condition of elementary school children was investigated 
through the Oral Health Promotion Support Information and Communication Technology System in School 
(OHPSISS). There is an association between insufficient chewing behavior and gingival inflammation 
in elementary school children. The program“Chewing 30”might be effective to prevent gingival 
inflammation in addition to promoting sufficient chewing. On the other hand, there is an association
 between gingival inflammation and obesity by cross-sectional study of male high school students. In
 addition, a significant improvement of gingival conditions was observed in the improved group 
regarding obesity from longitudinal study.
These results suggest that school teachers, school nurse and dental professionals related to school 
health should be aware of the relation between general health and oral health, and perform a team 
approach strategy to promote oral health guidance among students. 

研究分野：学校歯科保健
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）小学校児童を対象とした研究 
児童・生徒の「食」において、栄養摂取の
偏り、肥満の増加などの問題が深刻化してお
り、生涯にわたる健康への影響が懸念されて
いる。厚生労働省が提言している「ひとくち
30回以上噛む」ことを目標とした「噛ミング
30」による「食べ方」の支援は、健全な食生
活を送るための基礎であり、生涯にわたる健
康づくりを推進する上で重要である。歯科の
立場からも、従来から進められてきたう蝕・
歯周疾患の予防や口腔管理に加え、食育の推
進が求められているが、よく噛むことを題材
として介入した報告はあまりないのが現状
である。 
（２）高校生を対象とした研究 
食生活の変化等が原因となり、肥満である
者の割合は増加傾向にある。肥満の増加は、
2 型糖尿病、高血圧、心臓病等のリスク要因
となることが知られており、世界中で問題視
されている。いくつかの報告によると、成人
において、肥満は歯周病とも関連性があると
述べられているが、青年期を対象として肥満
と歯肉炎について調べた研究はほとんどな
いのが現状である。 

 
 
２．研究の目的 
（１）小学校児童を対象とした研究 
「学校歯科保健支援 ICTシステム」を導入し、
小学校児童において食習慣と口腔内状態の
関連性について調査することと、よく噛むこ
とを健康づくりに取り入れた「噛ミング 30
学習」を行い、歯科の立場からの食育介入効
果を調べることを目的とした。 
（２）高校生を対象とした研究 
横断研究と縦断研究により、歯肉の炎症と肥
満および生活習慣との関連性を調べること
を目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）小学校児童を対象とした研究 
①学校歯科保健支援 ICT システムについ
て 
歯科健康診断現場での入力作業に関して、
タブレット端末を用いた ICT システムによ
り実践できる「学校歯科保健支援 ICTシステ
ム」を開発した。システムを活用し、保健調
査結果や歯・口の健康診断結果を電子化した
データとして蓄積することに加え、保護者へ
のお知らせや集計支援を行った。また、タブ
レット端末を児童一人ずつに使用させ「歯・
口の健康づくり」に関する教育も行った。 

②噛ミング 30 学習による介入試験につい
て 
 プロトコールを図 1に示す。小学 5年生の
児童を対象とし、食育に関する保健調査を実
施した。その結果と小学校で実施されている
身体測定、歯科健康診断結果の集計・分析を
行い、食習慣と口腔保健との関連性について
調査した。また、食物をよく噛んで食べる習
慣を取り入れた食育プログラムとして、咀嚼
回数と食事時間の計測ができる咀嚼計「かみ
かみセンサー」を使用するなど「噛ミング 30
学習」を年間 5回実施した。さらに、噛ミン
グ 30 学習の効果を調べるために介入前後で
コントロール群との比較も行った。 
 
 
 
 
 

 
図 1．介入試験のプロトコール 

 
 
（２）高校生を対象とした研究 
 高校1年生の男子生徒1027名を対象とし、
食育と生活習慣に関する保健調査を実施し
た。その結果と高校で実施されている身体測
定、歯科健康診断結果の集計・分析を行い、
食習慣および生活習慣と口腔保健との関連
性について調査した。さらに、1 年生、3 年
生時点での定期健康診断結果を比較し、
BMI<25 を維持または BMI≧ 25 から
BMI<25 へ肥満が改善した者を肥満改善群、
BMI≧25を維持または BMI<25からBMI≧
25 へと悪化した者を肥満非改善群として 2
群に分類し、両群の歯肉の炎症の変化を調べ
た。 
 
４．研究成果 
（１）小学校児童を対象とした研究 
①学校歯科保健支援 ICT システムについ
て 
 健康診断時の入力時間の短縮（図 2）をは
じめとして、「保護者へのお知らせ」の作成
や、出力された集計結果の報告書類作成への
利用などにおいて、養護教諭の校務軽減につ
ながったと考えられる。また、児童に対して
は「歯の健康づくりワークシート（図 3）」の
利用によって、自律的な健康づくりを考える
機会を与えるなど、教材作成のツールとして
も有用であった。さらに、保健調査結果およ
び健康診断結果を活用したデータ解析によ



り、当該校の学校保健に関する課題を検討す
る資料作成にも繋がる。以上より、本システ
ムは、学校歯科保健に関する蓄積データを有
効に活用するための支援システムであると
いえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2．健康診断結果入力画面 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3．歯・口の健康づくりワークシート 
 
②噛ミング 30 学習について 
 介入後の保健調査によると、介入群ではコ
ントロール群と比較して「よく噛んで食べ
る」と答えた者の割合が有意に多かった (表
1)。また、介入群のうち「よく噛んで食べる」
項目の変化の有無により、介入群を 2つのグ
ループに分類した。介入後に「よく噛んで食
べる」項目が改善しなかった非改善群では、
歯肉の炎症の広がりを示す指標である PMA 
index の中央値が有意に増加していた
（p<0.05）のに対し、改善群では PMA index
の中央値の増加は認められなかった。以上よ
り、小学生において、不十分な咀嚼習慣と歯
肉の炎症に関連性があることが示された。さ
らに、歯科医療従事者による「噛ミング 30
学習」は、よく噛んで食べることを促すだけ
ではなく、歯肉の炎症の増悪抑制にも効果が
ある可能性が明らかになった。 
 
表 1．介入群とコントロール群におけるよく
噛む習慣の変化 
 
 
 

 
 

（２）高校生を対象とした研究 
 肥満に関連する因子として、噛む習慣が挙
げられた。また、歯列不正である者はオッズ
比にて 2.07 倍、歯垢付着がある者は 21.66
倍、BMI≧25 である者は 1.78 倍歯肉の炎症が
起こりやすいことが示された(表 2)。さらに、
肥満改善群437名では歯肉の炎症が有意に軽
減していた（p<0.05）が、非改善群 71 名で
は歯肉の炎症の軽減は認められなかった（図
4）。以上の結果より、男子高校生において歯
肉の炎症と肥満には関連性があると考えら
れる。 
 

表 2．二項ロジスティック回帰による肥満

または歯肉の炎症に関する因子 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
図 4. 縦断研究による高校生の肥満と歯肉
の炎症に関する変化 
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